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世界分散投資戦略ファンド 
愛称：グローバル・ビュー 

運用報告書(全体版) 
 

第５期（決算日2018年７月23日） 
 

作成対象期間（2018年１月23日～2018年７月23日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対収益追求型） 
信 託 期 間 2016年５月13日から2026年１月21日までです。 

運 用 方 針 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、内外
の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を実質的な主要投資対象とし、世界各国の株価指数先物取引、債券先物取引
等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を実質的な主要取引対象とします。信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを
基本とします。 

主な投資対象 
世界分散投資戦略ファンド 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、内外の短期有価証券および上場投資信託証券等
の現物有価証券に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 
内外の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を主要投資対象とし、世界各国の株価指数
先物取引、債券先物取引等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を主要取引対象とします。 

主な投資制限 
世界分散投資戦略ファンド 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、利子・配当等収益等の水準
および基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

2016年５月13日 10,000 － － － － － － － 138 

１期(2016年７月21日) 10,341 10 3.5 － 42.3 31.1 4.5 19.8 734 

２期(2017年１月23日) 10,286 10 △0.4 － 31.5 35.4 △26.3 20.9 1,348 

３期(2017年７月21日) 10,594 10 3.1 － 23.2 46.2 △ 5.2 15.9 2,586 

４期(2018年１月22日) 10,915 10 3.1 － 28.0 67.8 △29.5 17.6 3,844 

５期(2018年７月23日) 10,683 10 △2.0 － 17.8 47.2 5.2 13.7 4,092 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、絶対収益を目標としているため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2018年１月22日 10,915 － － 28.0 67.8 △29.5 17.6 

１月末 10,899 △0.1 － 26.3 70.7 △31.5 17.5 

２月末 10,713 △1.9 － 26.0 72.3 △29.0 14.5 

３月末 10,568 △3.2 － 26.6 71.0 △25.5 13.3 

４月末 10,529 △3.5 － 19.1 63.3 △ 3.5 14.0 

５月末 10,628 △2.6 － 18.5 40.2 19.4 16.6 

６月末 10,611 △2.8 － 15.4 44.2 17.5 14.7 

(期  末)        

2018年７月23日 10,693 △2.0 － 17.8 47.2 5.2 13.7 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2018年１月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期末時点の当ファンドの基準価額は10,683円（分配後）となりました。期末に、分配金とし

て10円をお支払いしましたので、分配金を加算すると2.0％の値下がりとなりました。ファン

ドの基準価額変動の主な要因を以下に記します。 

 

（株 式 運 用／－）当期間、株式市場は、欧米先進国の株式市場は上昇したものの、アジ

ア地域や新興国の株式市場が大きく下落したため、株式市場全体のリ

ターンは、若干のマイナスとなりました。当ファンドは、期間平均32％

程度の買い持ちをした配分戦略が0.4％程度マイナスに影響しました。

さらに、期間中大きく下落したアジア地域や新興国株式を買い持つ等

の地域選択効果や、新興国の中でも大きく下落したロシア株式やトル

コ株式を買い持った銘柄選択効果がマイナスとなったため、株式全体

で1.7％程度基準価額を押し下げました。 
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（債 券 運 用／＋）当期間、債券市場は、ドイツ国債や英国債の利回りは低下（価格が上

昇）したものの、米国債などの利回りが上昇（価格が下落）したため、

債券市場全体のトータルリターンは、若干のマイナスとなりました。

当ファンドは、特に債券利回りが上昇した１月から３月にかけては債

券デュレーション（注）を平均２年程度に短期化したリスクを抑えた運

用をしたことによって、デュレーション戦略による損失はほぼ０でし

た。また、債券利回りが低下した欧州地域の債券をその他地域の債券

よりも多めの投資比率にした地域選択効果や、米国において普通国債

の代替として物価連動国債に投資をしたことによる選択効果がプラス

となったことによって、債券全体で1.1％基準価額を押し上げました。 

 
（注）デュレーションとは金利がある一定の割合で変動した場合、債券の価格がどの程度変化するかを示

す指標です。この値が大きいほど金利変動に対する債券価格の変動率が大きくなります。 

 

（通 貨 運 用／－）期間中、日本円や米ドル等に対して下落したオーストラリアドル、カ

ナダドルやスウェーデンクローナを買い持つ戦略等が基準価額に対し

てマイナスに影響して、通貨戦略は基準価額を0.4％程度押し下げました。 

 

（オルタナティブ／－）期間平均で１％程度保有していたリートは基準価額を0.1％弱押し上

げました。 

 一方、金を中心にした商品投資はマイナスに影響しました。オルタナ

ティブ戦略は、基準価額を0.1％強押し下げました。 

 

その他、信託報酬や売買手数料等は、基準価額を１％程度押し下げました。 

 

○投資環境 

米国トランプ大統領の政治方針を背景とする保護主義対応の懸念、米国のイラン核合意から

の離脱、イタリアの総選挙に伴う政治不安等に関連するニュースや欧米の金融政策動向が市場

のボラティリティ（価格変動性）を高めました。株式市場は、１-３月に大きく下落した後、

落ち着きを取り戻して下げ幅を縮小したものの、通期では下落しました。債券市場は、債券利

回りが上下する局面があったものの、通期では若干の下落となりました。期間の前半（１月か

ら３月）と後半（４月から７月）に分けた投資環境を以下に記します。 

 

前半は、2017年末のOPEC（石油輸出国機構）の減産調整に伴う原油価格上昇と欧米の堅調

な経済指標によるインフレ期待を背景に、欧米中央銀行の利上げ観測が強まった結果、欧米長

期債利回りが上昇しました。一方株式市場は、債券利回りの上昇や貿易摩擦懸念が招いた世界

的な投資家心理の悪化を背景として、大きく下落しました。その後、債券市場は落ち着きを取



品 名：90001_140672_005_02_世界分散投資戦略ファンド_732664.docx 

日 時：2018/8/14 13:10:00 

ページ：4 

 

－ 4 － 

世界分散投資戦略ファンド

り戻して債券利回りは上昇前の水準まで戻ったものの、株式市場は下げ幅を若干縮小する程度

にとどまりました。 

後半は、米国のイラン核合意からの離脱やOPECの減産調整の緩和が小規模だったことなど

から、良好な需給環境が意識されたことによって原油価格が上昇しました。それに伴ったエネ

ルギーセクターの株価上昇や、テクノロジーセクターの株価上昇が市場全体の株価をけん引し

ました。また、欧州では、ECB（欧州中央銀行）が金融政策正常化に関する見通しを発表した

ものの、事前の市場想定よりも緩和的であったと受け止められたことから債券利回りが低下、

ユーロ安が進んだこと等から株価が上昇しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［世界分散投資戦略ファンド］ 

主要投資対象である［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］を、期を

通じて高位に組み入れました。 

 

［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］ 

・期中の主な動き 

【株式】 

前期末に40％弱だった投資比率を、欧州先進国や新興国株式の売却によって、当期末には

30％弱と10％程度減らしました。 

前期末時点では、強気であった景気に対する見通しを、３月から４月にかけて弱気に判断変

更したことが主な理由です。前期末は、順調な景気拡大を続ける兆しがある国が多かったのに

対して、徐々に景気拡大ピッチのピークを過ぎた可能性が高いと判断する国が先進国を中心に

多くなってきたことに加えて、回復期に位置する新興国が停滞したまま加速の兆しが見られな

いという組み合わせから、株式の上値が重くなる可能性が高いと考えました。 

また、主要中央銀行が行なっていた量的金融緩和の資金によって大きく上昇してきたと考え

られる新興国地域などの株式は、その資金が徐々に引き上げられることによって下落する可能

性が高いと判断したため、その投資を減らしました。期末時点では、新興国株式については

ショートポジションを構築して、それらの株式が下落することに備えています。 
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【債券】 

前期末に2.2年としていたデュレーションを、欧米の国債中心の長期化によって、当期末に

は6.4年と前期末に比べて4.2年延ばしました。 

前期末時点では、①景気拡大、②インフレ率加速懸念、といった債券が売られやすい環境を

想定していたため、金利上昇に備えたポートフォリオにしていました。しかし想定通りに債券

利回りが大きく上昇した後は、①景気拡大から景気減速に判断を下方修正したことに加えて、

②インフレ率加速懸念を中立化したため、債券のデュレーションを延ばしました。 

債券セクターに関しては、前期末時点はインフレ率の加速を想定していた米国に関しては、

普通国債よりも物価連動国債への投資を積極的に行なっていたものの、インフレ率の見方を中

立化したとによって物価連動国債への投資を減らしました。 

 

【通貨配分】 

為替ヘッジ後の円貨比率を100％程度にすることによって、日本円の変動に左右されにくい

運用を行ないました。 

外貨の中の通貨選択に関しては、米国のタカ派的な金融政策を背景とする米ドル上昇を想定

して、これを買い持つ戦略を取りました。一方、EU（欧州連合）離脱交渉の難航が経済にとっ

て重石となると考えた英国ポンドは売り持ちとしました。 

 

【オルタナティブ】 

金利上昇を想定していた前期末は、これを悪材料としやすいリートの投資を控えていたもの

の、そのウェイトを徐々に増やして当期末時点では2.6％組み入れています。 

商品投資は前期末に金や原油へ合計２％程度投資をしていたものの、当期末時点では０％と

しています。 

 

以下は、野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンドの組み入れ比率です。 

 

・実質株式組入比率（％） 
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・実質債券組入比率（％） 
 

  

 

・その他資産組み入れ比率（％） ・債券デュレーション（年） 
 

  

 

・通貨配分（％） 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、絶対収益を目標としているため、ベンチマーク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの月次基準価額騰落率です。 
 

 
 

 

◎分配金 

（１） 今期の収益分配については、利子・配当等収入、信託報酬などの諸経費を勘案して10円

の分配を行ないました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第５期 

2018年１月23日～ 
2018年７月23日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.094％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 10  

翌期繰越分配対象額 747  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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◎今後の運用方針 

［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］ 

●投資環境見通し 

景気指標を詳細に分析すると、OECD（経済協力開発機構）が算出する景気先行指数が長期

平均水準である100を下回ったことに示されるように、先進国が新興国を主導する形で拡大し

てきた世界景気は昨年末をピークにそのピッチが鈍り始めたようです。市場に安心感を与えて

いる米国でさえも、減税効果というプラス要因にしばらく期待が持てるにせよ景気拡大ピッチ

がピークを過ぎたことに変わりはなく、４-６月期に前期比年率６％の伸びを記録した鉱工業

生産や60を超えるISM（全米供給管理協会）製造業景況感指数など好調を示す景気指標の一方

で、労働市場のひっ迫、物価上昇、長短金利差の縮小等、減速期が近づいてきていることを示

す指標が次第に増えていることも事実です。その点において、主要国の順調な景気拡大が今後

も続くとともに、米国だけでなく欧州の金融政策も少なくとも来年いっぱいは正常化に向かい

続けるだろうという市場のコンセンサスはやや楽観的過ぎると考えています。 

市場が楽観的であり続けるために必要なのは、こうした景気成熟過程にある米国や欧州の粘

り腰もさることながら、緩和的金融政策への転換が現実味を帯びてきた中国や、大幅に利下げ

されてきたブラジルやロシアなど主要新興国において景気が活気を取り戻すことであるとも

考えられます。特に、中国に関しては、３月以降すでに３回実施された預金準備率の引下げ、

年初来高値から８％近い対米ドルでの人民元下落の容認という金融面に加えて、研究開発費用

を拠出する企業向けの650億元（約１兆650億円）規模の追加減税など財政面でも景気支援を模

索し始めていることから、株式市場などリスク資産市場が安定推移するための鍵を握っている

ともいえましょう。勿論、こうした楽観シナリオはその可能性を念頭に置く程度にとどめ、逆

に世界的貿易量減少を招きかねない貿易戦争の先鋭化や、欧州の突発的政治混乱のような悲観

シナリオも同じように意識するべきでしょう。 

 

上述したような世界景気の減速過程は、通常中央銀行が金融引き締めの手綱を緩め始めるこ

とによって債券・株式市場ともにそれまでの金利上昇警戒から解き放たれる局面といえます。

しかしながら現在、いくつかの主要中央銀行は、金融危機以降の超緩和的金融政策からの脱却

という念願を追い求めがちで、ともすれば多少の景気減速には目もくれない恐れさえあると考

えています。元来景気に遅行しがちなインフレ率が、負の需給ギャップ解消によって足元では

上昇しやすくなっていると考えられることも、このような金利正常化を助長しやすいと言えます。 

こうした流動性回収を優先する中央銀行の姿勢は、株価指数が今年前半に約18％下落したト

ルコや、下落率が一時は40％近くに迫ったアルゼンチンペソ（対米ドル）等の新興国資産・通

貨の軟調と無関係ではなく、先進国の信用市場まで含めてこれまで潤沢な資金の振り向け先と

して恩恵を受けてきたリスク資産に対する逆風と、受け皿としての米ドル高は今後も続く可能

性が高いと考えています。 
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以上のように、今後半年程度に想定するメインシナリオは、主要中央銀行によって淡々と流

動性回収が続けられる中で進む世界的な景気減速が、グローバル投資家の景気楽観に修正を迫

るというものです。株式市場にとって好ましくないこのシナリオを好転させるのは、新興国景

気の明確な改善若しくは欧米中央銀行の引き締め姿勢撤回、逆に更に暗転させるのは世界貿易

問題の深刻化や欧州の政治混乱と、現時点では考えています。 

 

●株式 

「●投資環境見通し」のように主要中央銀行によって淡々と流動性回収が続けられる中で進

む世界的な景気減速を投資家は意識せざるを得ず、結果的に株価の上値が抑えられる可能性が

高いと考えています。そのため、現在程度の低水準のウェイトを維持する方針です。業種配分

においても、公益セクター等のディフェンシブ（景気に左右されにくい）セクターと呼ばれる

相対的に株価の下値が堅いセクターを増やすことを考えています。一方で主要中央銀行が供給

してきた流動性によって買われてきた側面のある新興国株式の投資を控える、あるいは、

ショートポジションを構築して、新興国株式が下落した場合に備える方針です。 

仮に中国の金融政策や財政政策等がグローバルに景気刺激策として効果が上がる可能性が

高いと判断した場合には、中国景気と関連が深いと考えられるアジア地域の株式を増やすこと

やポートフォリオ全体の株式ウェイトを増やす方針です。 

 

●債券 

「●投資環境見通し」のような金融引き締めによる流動性後退と景気減速懸念という投資判

断は、先進国国債の選好度を相殺させる関係です。そのため、一概に債券投資にとって好まし

い、逆に好ましくない環境とは言えない局面と認識しています。ただし、中央銀行の利上げに

よって債券利回りが上昇しやすい短期年限の債券を控えめにすることと、景気減速懸念から買

われやすい長期・超長期年限の債券を増やす組み合わせによる戦略（フラットニング戦略）に

は最適な環境であると考えられるため、これを拡大する方針です。当期末時点ですでに米国の

２年債利回りと10年債利回りの差は0.3％程度と過去（１年前は１％程度）に比べると、その差

が縮まっているものの、米国の利上げが進められる状況下ではこの方向性は変わらないと考え

ています。 

一方、先進国社債や新興国債の投資は控える方針です。先進国社債や新興国債は、流動性の

後退によって資金流出やより高い利回りの要求をされるリスクにさらされる可能性が高いた

めです。 

直近の主要中央銀行が、市場に配慮した緩和的な金融政策（利上げを行なっている米国もそ

のペースは緩慢）を実施しているため期末時点でも大きな金利上昇は起きていないものの、市

場が想定している米国の利上げ見通し（当期末時点で19年末に2.7％の政策金利（FFレート）

を市場は想定）やECBの出口戦略見通し（当期末時点で19年末－0.3％の預金ファシリティー金

利を市場は想定）を超える利上げが市場で意識された場合には、債券全体の利回りが大きく上
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昇する可能性があります。その場合には、その後の景気後退リスクが大きくなると考えられる

ため、先進国国債のデュレーションを伸ばす方針です。 

 

●為替 

引き続き為替ヘッジを活用して日本円売りの比率を抑える方針です。日銀は、強力な金融緩

和を継続して円が他の通貨に対して高くならないようにコントロールをしているものの、景気

後退等のリスク回避的な動きが起きた場合には、緩和の有無に関わらず日本円が買われやすい

傾向があるため円高のリスクに備えます。 

外貨の中では引き続き買い持ちと売り持ちを組み合わせた戦略を行ないます。流動性が後退

する中でその資金が戻る過程で買われやすい米ドルを買い持ちするほか、市場がリスク回避時

に買われやすいスイスフランを買い持つ方針です。その一方で、EU離脱交渉が難航すること

が経済にダメージを与えると予想される英国ポンドは売り持つ方針です。 

 

●オルタナティブ 

前期途中までは金利上昇に備えて投資を控えていたものの、金利が上昇しづらい環境下で

は、配当利回りの高さ等が魅力的と考えるリートを増やしていく方針です。 

 

［世界分散投資戦略ファンド］ 

主要投資対象である［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］の組み入

れを高位に維持することによって、基準価額の向上に努めます。 

 

引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2018年１月23日～2018年７月23日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 106  0.996  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 52)  (0.485)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 52)  (0.485)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.027)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.046   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  2)  (0.021)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  3)  (0.025)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.019   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.013)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.004)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 113   1.061    

期中の平均基準価額は、10,658円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2018年１月23日～2018年７月23日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 409,447 500,100 175,985 215,100 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年１月23日～2018年７月23日) 

 

＜世界分散投資戦略ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 726 － － 821 3 0.4 

株式先物取引 3,700 277 7.5 3,985 275 6.9 
債券先物取引 11,580 1,054 9.1 10,307 1,055 10.2 
為替先物取引 8,318 － － 7,877 127 1.6 
為替直物取引 2,110 182 8.6 2,519 － － 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,822千円 
うち利害関係人への支払額（B） 34千円 

（B）／（A） 1.9％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社、野村信託銀行です。 

 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2018年７月23日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 3,081,177 3,314,639 4,084,299 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年７月23日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 4,084,299 98.5 

コール・ローン等、その他 63,480 1.5 

投資信託財産総額 4,147,779 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（2,460,393千円）の投資信託財産総

額（4,130,584千円）に対する比率は59.6％です。 

＊外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝110.96円、１カナダドル＝

84.53円、１英ポンド＝145.90円、１スイスフラン＝111.98円、１スウェーデンクローナ＝12.54円、１ノルウェークローネ＝13.59円、１ユー

ロ＝130.28円、１ズロチ＝30.14円、１香港ドル＝14.14円、１シンガポールドル＝81.54円、１豪ドル＝82.40円、１メキシコペソ＝5.83円。

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年７月23日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,147,779,342   

 コール・ローン等 55,480,324   

 野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド(評価額) 4,084,299,018   

 未収入金 8,000,000   

(B) 負債 55,191,150   

 未払収益分配金 3,830,893   

 未払解約金 11,637,291   

 未払信託報酬 39,658,611   

 未払利息 106   

 その他未払費用 64,249   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,092,588,192   

 元本 3,830,893,195   

 次期繰越損益金 261,694,997   

(D) 受益権総口数 3,830,893,195口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,683円 
 

（注）期首元本額は 3,522,638,668 円、期中追加設定元本額は

676,959,300円、期中一部解約元本額は368,704,773円、１口当た

り純資産額は1.0683円です。 

○損益の状況 (2018年１月23日～2018年７月23日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      9,786   

 支払利息 △      9,786   

(B) 有価証券売買損益 △ 29,950,818   

 売買益 5,678,186   

 売買損 △ 35,629,004   

(C) 信託報酬等 △ 39,722,860   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 69,683,464   

(E) 前期繰越損益金 134,287,400   

(F) 追加信託差損益金 200,921,954   

 (配当等相当額) (  155,403,413)  

 (売買損益相当額) (   45,518,541)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 265,525,890   

(H) 収益分配金 △  3,830,893   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 261,694,997   

 追加信託差損益金 200,921,954   

 (配当等相当額) (  155,929,927)  

 (売買損益相当額) (   44,992,027)  

 分配準備積立金 130,456,507   

 繰越損益金 △ 69,683,464   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2018年１月23日～2018年７月23日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2018年１月23日～ 
2018年７月23日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 155,929,927円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 134,287,400円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 290,217,327円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 757円 

g. 分配金 3,830,893円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 

 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2018年７月23日現在) 

＜野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド＞ 
 下記は、野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド全体(3,314,639千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％  

国債証券 280,000 279,558 6.8 － 2.9 － 3.9  

合 計 280,000 279,558 6.8 － 2.9 － 3.9  
 
＊組入比率は、このファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

＊残存期間が１年以内の公社債は原則として償却原価法により評価しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
国債証券 ％ 千円 千円  
国庫債券 利付（２年）第388回 0.1 160,000 160,622 2020/５/15 
国庫債券 利付（20年）第164回 0.5 120,000 118,935 2038/３/20 

合 計  280,000 279,558  
 
＊額面・評価額の単位未満は切り捨て。 

  

国内公社債 
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(Ａ)外国(外貨建)公社債 種類別開示 

区    分 

当 期 末 

額面金額 
評  価  額 

組入比率 
うちBB格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千米ドル 千米ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

アメリカ 600 603 66,910 1.6 － 1.6 － － 

 千カナダドル 千カナダドル       

カナダ 2,000 1,937 163,734 4.0 － － 4.0 － 

 千英ポンド 千英ポンド       

イギリス 3,850 4,000 583,660 14.3 － 6.4 7.9 － 

 千ノルウェークローネ 千ノルウェークローネ       

ノルウェー 4,000 4,027 54,726 1.3 － 1.3 － － 

ユーロ 千ユーロ 千ユーロ       

 イタリア 1,000 995 129,666 3.2 － － － 3.2 

 フランス 1,800 1,847 240,715 5.9 － 5.9 － － 

 スペイン 2,900 3,159 411,576 10.1 － 10.1 － － 

合 計 － － 1,650,991 40.4 － 25.4 11.9 3.2 
 
＊邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

＊組入比率は、このファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

外国公社債 
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(Ｂ)外国(外貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘         柄 

当 期 末 

利  率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日 
外貨建金額 邦貨換算金額 

アメリカ ％ 千米ドル 千米ドル 千円  

  国債証券 TSY INFL IX N/B I/L 0.375 600 603 66,910 2027/１/15 

小 計    66,910  

カナダ  千カナダドル 千カナダドル   

  国債証券 CANADIAN GOVERNMENT 0.75 2,000 1,937 163,734 2021/３/１ 

小 計    163,734  

イギリス  千英ポンド 千英ポンド   

  国債証券 UK TREASURY 2.0 2,150 2,204 321,564 2020/７/22 

   UK TREASURY 4.75 200 274 40,116 2030/12/７ 

   UK TREASURY 1.75 1,500 1,521 221,979 2037/９/７ 

小 計    583,660  

ノルウェー  千ノルウェークローネ 千ノルウェークローネ   

  国債証券 NORWEGIAN GOVERNMENT 1.75 4,000 4,027 54,726 2027/２/17 

小 計    54,726  

ユーロ  千ユーロ 千ユーロ   

 イタリア 国債証券 BUONI POLIENNALI DEL TES 0.35 1,000 995 129,666 2020/６/15 

 フランス 国債証券 FRANCE (GOVT OF) 1.25 1,800 1,847 240,715 2034/５/25 

 スペイン 国債証券 BONOS Y OBLIG DEL ESTADO 3.8 850 1,006 131,180 2024/４/30 

   BONOS Y OBLIG DEL ESTADO 1.45 750 763 99,515 2027/10/31 

   BONOS Y OBLIG DEL ESTADO 2.35 1,300 1,388 180,880 2033/７/30 

小 計    781,959  

合 計    1,650,991  
 
＊邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

＊額面・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

 

銘         柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 評 価 額 比   率 

 口 口 千円 ％ 

ＮＥＸＴＦＵＮＤＳ東証ＲＥＩＴ指数連動型上場投信 2,300 100 188 0.0 

合 計 
口 数 ・ 金 額 2,300 100 188  

銘 柄 数＜比 率＞ 1 1 ＜0.0％＞  
 
＊比率は、このファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 

 

国内投資信託証券 
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銘         柄 

期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 
評    価    額 

比   率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 口 口 千米ドル 千円 ％ 

ALERIAN MLP ETF 20,000 20,000 209 23,279 0.6 

ISHARES GOLD TRUST 39,100 100 1 131 0.0 

ISHARES MSCI EMERGING MARKET ASIA － 100 6 768 0.0 

ISHARES MSCI TURKEY ETF 7,100 100 2 310 0.0 

ISHARES LATIN AMERICA 40 ETF 1,900 400 12 1,419 0.0 

ISHARES US REAL ESTATE ETF 500 4,700 377 41,861 1.0 

ISHARES JP MORGAN USD EM BOND ETF 4,400 100 10 1,204 0.0 

ISHARES MBS ETF 100 100 10 1,154 0.0 

ISHARES US CREDIT BOND ETF 1,500 100 10 1,192 0.0 

ISHARES S&P GSCI COMMODITY I 7,000 － － － － 

POWERSHARES DB AGRICULTURE F 4,200 － － － － 

SPDR DJ GLOBAL REAL ESTATE E 100 12,100 581 64,499 1.6 

UNITED STATES OIL FUND LP 100 － － － － 

VANECK VECTORS RUSSIA ETF 2,000 1,000 21 2,334 0.1 

VANECK VECTORS J.P. MORGAN EM LOCAL CURR 57,900 7,900 135 15,077 0.4 

VANGUARD CONSUMER DISCRETIONARY ETF 5,200 2,200 384 42,609 1.0 

VANGUARD CONSUMER STAPLE ETF － 800 109 12,194 0.3 

VANGUARD ENERGY ETF 100 1,000 103 11,478 0.3 

VANGUARD FINANCIALS ETF 13,000 13,600 950 105,513 2.6 

VANGUARD HEALTH CARE ETF 1,500 1,500 248 27,594 0.7 

VANGUARD INDUSTRIALS ETF 1,500 100 14 1,564 0.0 

VANGUARD INFORMATION TECHNOLOGY ETF 1,700 4,000 760 84,418 2.1 

VANGUARD MATERIALS ETF 100 100 13 1,471 0.0 

VANGUARD UTILITIES ETF － 9,100 1,062 117,916 2.9 

VANGUARD COMMUNICATION SERVICE ETF 2,300 100 8 953 0.0 

小 計 
口  数 ・ 金  額 171,300 79,200 5,037 558,950  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 22 22 － ＜13.7％＞  

(ユーロ…アイルランド)   千ユーロ   

ISHARES EUR CORP BOND LARGE CAP UCITS ET 100 100 13 1,754 0.0 

ユ ー ロ 計 
口  数 ・ 金  額 100 100 13 1,754  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 1 1 － ＜0.0％＞  

合 計 
口  数 ・ 金  額 171,400 79,300 － 560,704  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 23 23 － ＜13.7％＞  
 
＊邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

＊比率は、このファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の比率。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 

 

外国投資信託証券 
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銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円 

株式先物取引 ＴＯＰＩＸ 86 － 

外 

国 

株式先物取引 DAX30 163 － 

 DJIAVMN 138 － 

 ERSL2 9 － 

 EURO50 49 － 

 FT100 22 － 

 FTSE/MIB － 42 

 IBEX 37 － 

 MSCIN － 11 

 MSCIS － 29 

 MSCIT － 17 

 NASDAQMN 130 － 

 OMX30 11 － 

 SPI200 － 12 

 SPEMINI 124 － 

 SWISSMKT 70 － 

債券先物取引 TNOTE(2YEAR) － 540 

 TNOTE(5YEAR) 377 － 

 AU03YR 320 － 

 AU10YR － 21 

 BOBL － 447 

 BTP 33 － 

 BTS － 72 

 BUNDS － 190 

 BUXL 276 － 

 CANADA 69 － 

 GILTS 216 － 

 OAT10Y 120 － 

 SCHATZ － 291 

 TBOND 207 － 

 TNOTE (10YEAR) 133 － 

 T-ULTRA 17 － 
 
＊単位未満は切り捨て。 

＊邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

 

 

先物取引の銘柄別期末残高 
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＜お申し込み時の留意点＞

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下 ｢申込不可日｣ といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

（2018年7月23日現在）
年　月 日
2018年７月 －

８月 27
９月 ３
10月 －
11月 12、22
12月 25、26

※ 2018年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情等により
突然変更される場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可日の変更は、
販売会社に連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。
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